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第９回 海 田 町 総 合 教 育 会 議  

議 事 録（要 旨） 

 

１．招集年月日 令和２年６月１８日（木） 

２．招集の場所 海田町役場 

３．開会（開議）令和２年６月１８日（木）１３時００分宣告 

４．出席者 

  町長 西田 祐三  教育長 佐々木 智彦  委員 林 孝 

委員 佐々木 正子  委員 米丸 禎宏  委員 大野 恵美子 

５．事務局の職氏名 

副町長 櫻 竜俊  教育次長 伊藤 仁士 

企画部長 鶴岡 靖三  企画課長 鎌田 浩一   

学校教育課長 森山 真文  生涯学習課長 脇本 健二郎 

教育指導監 松本 孝司  学校教育課主幹 山光 誠司 

学校教育課主幹 小村 孝広  企画課主事 山岡 翔太郎 

６．本日の議事日程 

  海田町教育大綱について 

 

７．議事の内容 

  １３：００開始 
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○町長（西田）皆さん，こんにちは。本日は教育委員の皆様方には，午前中に引

き続き大変お忙しい中，お集まりいただきまして，誠にありがとうございます。

それでは，令和２年度海田町総合教育会議を開催させていただきます。この総

合教育会議は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の４の規定に

基づき，町長と教育委員会がその相互連携を図り，教育大綱を策定し，海田町

の教育の課題や目指すべき姿を共有し，連携して効率的に教育行政を推進する

ため設置されておるものでございます。 現在の教育大綱について，今年度で

計画期間が終了となります。そのため，今年度の会議では，次の５年間の教育

大綱の策定に向けて意見交換をしたいと思います。ぜひ教育委員の皆様方も

我々と思いを共有していただいて，連携して，海田町の教育行政がよりよいも

のとなるよう，また，子どもたちや住民本位の教育になるように率直な意見交

換の場となりますことを心から期待をして，私の冒頭のあいさつといたしたい

と思います。本日はよろしくお願いいたします。それでは，議事に移ります。

この会議の設置目的に即した有意義な意見交換ができればと考えております

ので，よろしくお願いいたします。まず令和２年度海田町総合教育会議の運営

について事務局から説明をお願いします。 

○生涯学習課長（脇本）それでは，令和２年海田町総合教育会議の運営について

説明いたします。まず資料１の「１ 海田町総合教育会議の協議内容等につい

て」説明をします。海田町総合教育会議設置要綱を併せてご覧ください。今年

度の海田町総合教育会議の協議内容等でございますが，設置要綱第２条第１項
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に規定する大綱の策定についての協議を行います。大綱の策定以外の事項につ

いて協議の必要が生じた場合は，必要に応じて会議を開催するものとしており

ます。続いて，資料１の「２ 大綱策定スケジュールについて」でございます

が，今回６月の第１回会議では，大綱策定についてのスケジュールと方向性を

お示しし，御意見をいただくものでございます。次回９月予定の会議で大綱の

素案を御確認いただき，修正を加えながら，１１月には素案から大綱案として

御承認いただき，１２月の議会説明を経て，最終的に１月に大綱を策定したい

と考えております。簡単ではございますが，以上で総合教育会議の運営につい

ての説明を終わります。 

○町長（西田） ありがとうございました。続いて，教育大綱の上位計画となる

総合計画と第３期教育振興計画について事務局から説明をいたします。まず総合

計画については，第５次の策定中であることから，基本構想の素案について事務

局から説明させます。それでは，説明をお願いします。 

○企画課長（鎌田）お手元に「資料２ 第５次海田町総合計画 基本構想（案）」

を御用意ください。簡潔に説明させていただきます。３ページを開いていただ

きまして，来年度からの計画ではございますが，海田町がめざす都市像を案と

して掲げさせていただいております。「ひと・まち・みらいを繋ぐ リバブル

都市 かいた」ということで，「住みやすいまち」をめざす中で人の力と町の

もっている力を合わせまして，海田の豊かな暮らしを未来に繋げていきたいと

いう思いを込めて策定にあたっているところでございます。この策定にあたり
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ましては，林委員にも外部委員として御参加いただきまして，御意見を賜りな

がら策定をしているところでございます。続きまして，４ページを御覧くださ

い。今後のまちづくりにあたりまして，大切にしたい視点というものを５つ挙

げさせていただいております。１のライフステージに応じた必要な支援から，

５の持続可能な都市基盤の整備までこれらの５つの観点をバランスよく考慮

しながら，施策を考えていきたいと思います。今日御審議いただく教育大綱に

関連した部分ということで，１０ページをご覧ください。まず町として取り組

んでおります子育て支援にも関係してまいります「子どもの健やかな育ちを支

えるまちづくり」ということで項目を１つ立てているところでございます。さ

らに加えまして，１８ページ１９ページをお開きください。こちらの方が生涯

学習等を中心とした内容となっております。「誰もが輝くまちづくり」という

ことで，歴史文化などの継承を視野に入れながら検討しているところでござい

ます。今後教育大綱を検討していただくにあたりまして，適宜基本構想の方も

御参照いただきながら，御意見をいただければと思っておりますので，よろし

くお願いします。私からの説明は以上です。 

○町長（西田）ありがとうございました。続いて，第３期教育振興計画について

説明をお願いします。 

○学校教育課長（森山）海田町教育大綱の策定にあたり，前回は第２期の教育振

興基本計画の中身について参考とした後，海田町教育大綱を策定しております。

前回の第２期が平成２９年までの振興計画としておりました。「第３期教育振
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興基本計画（概要）」を御覧ください。第３期教育振興基本計画につきまして

は，平成３０年６月１５日に閣議決定され，平成３０年度から令和４年までの

５か年における我が国の教育施策の方向性等について示されたものでござい

ます。内容につきましては，「第１部 我が国における今後の教育施策の方向

性」と「第２部 今後５年間の教育施策の目標と施策群」の２部で構成をされ

ております。「第１部 我が国における今後の教育施策の方向性」では，「１ 教

育の普遍的な使命」，「２ 教育をめぐる現状と課題」，「３ 2030 年以降の社

会を展望した教育施策の重点事項」，「４ 今後の教育施策に関する基本的な方

針」，「５ 今後の教育施策の遂行に当たって特に留意すべき視点」の５点の柱

で示されております。特に「２ 教育をめぐる現状と課題」の「２ 社会の現

状や 2030 年以降の変化等を踏まえ，取り組むべき課題」の中には，今策定し

ております海田町教育大綱の中身であるとか，昨年度今年度あたりの夢未来ビ

ジョンの中にも課題として取り組んでいるものがあり，例えば，技術革新等に

おきましては今進めておりますＧＩＧＡスクール構想に関する取組であると

か。グローバルに関しましてはグローバル人材育成事業等の取組がこの課題解

決のための取組として挙げられております。「第２部 今後５年間の教育施策

の目標と施策群」では，第１部の「４ 今後の教育施策に関する基本的な方針」

に基づき各教育施策の目標や指標，具体的な施策の内容等が示されております。

これらの文部科学省の流れや広島県教育委員会が示しております教育大綱を

踏まえながら，現在取り組んでいるものを整理しつつ新しいものを追加して時
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期大綱の策定に反映させていきたいと考えております。説明は以上でございま

す。 

○町長（西田）ありがとうございました。ここで御意見をいただきたいと思いま

すが，私の方からも意見を申しあげます。今新型コロナウイルス感染症の影響

を受け，新しい日常という形で日常生活も変わってきており，教育も色々な意

味で変わってくると思っております。その辺りも踏まえながら。御意見をいた

だきたいと思います。御意見のある方はいらっしゃいますか。意見が出ないよ

うですので，ネットワークの強化やタブレットの利用といった今年度補正予算

についても説明お願いできますか。 

○学校教育課長（森山）ＩＣＴの活用につきましては，現在進めておりますＧＩ

ＧＡスクール構想に基づきまして，昨年度の３月補正予算において，海田町内

６校の通信環境整備ということで大容量高速のＷｉ－Ｆｉ環境整備を行って

いるところでございます。予定としましては，今年度中に全普通教室について

整備を行い，Ｗｉ－Ｆｉ環境の基，子どもたちがＩＣＴのタブレット端末を高

速大容量の中で活用できるような体制を整えているところでございます。併せ

て先日の６月補正予算の中で町内 2,400 人あまりの子どもたちに対して，タブ

レット端末を１人１台渡すというところで補正予算を組み，成立しております。

それも含めて併せ持ちながら職員のＩＣＴのスキルアップと同時に子どもた

ちの学習環境の整備を進めているところでございます。以上でございます。 

○町長（西田）そういった状況でございます。何か御意見はございますか。 
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○委員（大野）コロナの対策だけではなく，そういった機器を使って，学習を深

めていくことは，とても良い取組だと思いますので，さらに充実するよう進め

ていただきたいと思います。学校では，どこの教室でも繋がるような設備を整

えていただけると思いますが，各家庭でも不公平さのない十分な対策といいま

すか，私も情報機器に詳しくはないのですが，各家庭それぞれ環境が違うと思

いますので，ただタブレット端末だけを各家庭にというだけではなくて，不公

平さがないように対策をしていただきたいと思います。 

○学校教育課長（森山）御意見いただきました家庭環境の差異によって，タブレ

ット端末が使えるところと使えないところがあるのではないかという状況で

ございますが，今回の新型コロナウイルスの影響によって，休業になったとい

うことがありまして，家庭環境におけるタブレット端末等含めた通信環境状況

のアンケート調査を行いました。その結果児童生徒全員ですが，約 2,400 人の

中で約 95％は，何らかのＩＣＴ環境の設備が整っているとのことでした。た

だし，残りの 5％に関しては，Ｗｉ－Ｆｉ環境等の設備状況がないというとこ

ろがアンケート調査の中でわかってきております。現状，今回の休業に伴いま

しては，特に中学校３年生と小学校６年生を対象に何とか家庭での支援ができ

ないかということで，急遽無線ルーターを町内で２０台程度確保しまして，貸

し出せる準備まで整えたところで，今回は学校が始まったというところでござ

います。今後の対策としまして，１５０件から２００件ぐらいまでのところで，

先ほどありました無線ルーター等の設備がない御家庭にどのように支援して
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いくかということを検討していく段階に入っております。休業に伴いまして，

タブレットを学校から家庭に持ち帰るということがクローズアップされてお

りますので，その整備についても併せて今後の検討材料として，考えていきた

いと思います。 

○町長（西田）タイムラインの想像がついていないと思うので，いつごろ導入予

定になっているのか説明をお願いします。 

○学校教育課長（森山）今年度の予定で動いておりますので，直近で早く入りま

すと１月から２月ぐらいのところで動いております。全国的な動きでございま

すので，業者等もなかなか調達が難しいというところでこの時期になっており

ます。 

○町長（西田）少しイメージが湧いてきたかと思います。ここで一言申しあげま

すと，ＩＣＴだけに頼る訳ではないです。従来の教育のスタイルと新たな技術

革新に基づく教育スタイル，これらのコンビネーションを図っていくことが重

要だと認識しておりますので，その辺りを踏まえながら，御意見をいただけれ

ばと思います。もう少しだけ申しあげますと，行政の方も色んな意味でＩＣＴ

を使ったネットワーク，テレビ会議等を駆使しながらやってきております。そ

ういった環境が学校の中にも当然入ってくる状況にあると思います。そういっ

たところを新しいコロナの対応も含めて，考えないといけない教育環境でござ

いますので，それらを踏まえた中で御意見をお願いします。 

〇委員（林）学校教育や生涯学習だけが教育委員会の持ち分ではなく，全てのと
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ころ，海田町総合計画のハード面はひとまず別にして，ソフト面と関わってや

っていくということが教育委員会の関わってくる部分かと思います。その中で，

学校教育と子どもだけが焦点ではなく，そこに関わる人たち全部でこういった

整備や支援ができるのではないかと思います。それから，生涯学習の側面で，

施策を進めていく上でソフト面をどういう風に充実させていくのか，例えば，

教育の問題として，どれだけ教えていけばいいのか，どれだけの支援ができる

のか，そういったところを教えていただければと思います。 

〇町長（西田）私の方からも一言申しあげます。今新たな観点を言われたと思い

ますが，本町はネウボラ事業ということで，幼保小の連携，幼保中，できれば

高，そして将来的には社会人を含めたところに向けて，ビッグデータを蓄積し

ながら色んな意味の課題が出てくるかと思いますが，それらの解決に向けての

入り口を今総合計画でやっています。そこを少し説明してください。そうする

と２点目の大きなテーマが出てくると思います。 

○企画課長（鎌田）基本構想に基づいた御意見をいただきまして，ありがとうご

ざいました。今回御審議いただくのは教育大綱ということで，町の教育の柱と

なるものを今御審議いただいていくところでございますが，その上位計画とな

ります基本構想，先ほど見ていただきました資料の４ページに５つの視点を設

けておりまして，今御指摘いただいたように全ての施策に横串を刺すといいま

すか，縦に深堀をしてくことに加えまして，横に繋げていきたいという思いを

もっておりまして，例えば，「２ 次代を担う人材の育成」という項目も視点
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の１つとして挙げております。様々な施策を行っていく色々な機会を通じまし

て，人づくり・教育という観点で効果を上げていきたい，色々な施策を結びつ

けることによって，さらに教育的な効果も出せるのではないかという観点で，

具体的な施策の組立てについて，知恵を絞りながら，執行部の方で出している

ところでございます。また具体的なものが形になりましたら，教育の切り口か

らになろうかと思いますが，この場を通じて御意見を頂戴できればと考えてお

ります。 

〇町長（西田）できるだけ早めにソフト面での具体的なところを説明できるよう

進めていきたいと思います。その他御意見ございますか。 

〇委員（佐々木）これから海田町がどう歩んでいくのか，この資料の中から私が

感じたのは，これから社会が人口減になっていく中で，海田町は外から人が入

ってくるような魅力ある町にしたい，ここが一番の焦点かなと感じました。そ

うするために，どんな施策が必要であって，行政の働きが何であって，それに

我々住民がどう関わっていくか，協働っていう短い言葉で結んではありますけ

ど，何年も前から使っている言葉だが，なかなかうまくいっていない。でも，

ここができないと町長さんが目指しておられる海田町には程遠いかと思いま

す。具体的にこれを進めていくとなると，それぞれの部署において，どういう

形でこの計画と実績ができてくるのかというのも大きな問題で，これまで通り

の事業ではダメだと思います。新しい時代に沿った海田町のまちづくりをみん

なでしていきましょうという熱い思いをいかに町民に伝えていくか，町外の人



 

11 

に伝えていくかというのが一番の焦点かなと思いました。海田町の人口は増え

ているということですが，今増えている理由というのが，本当に海田町に魅力

があるから増えているのですか，その辺りはどうですか。 

〇町長（西田）私の方から概要だけ説明させてもらいます。やはり暮らしやすさ

が実現できている町というのが一つの大きなポイントになっていると思いま

す。それを切り開くために４年間東地区の方にアパートや道路，公園を含めて，

色んな整備に取り掛かってきました。そういったニーズがあることや，病院が

多かったり，ショッピングがしやすかったりと色々な意味で交通の要衝の中に

暮らしやすさが実現できております。それともう１つ，教育のレベルもこの２，

３年で上がってきております。これらをうまく協働で作っていかないといけま

せん。教育委員会だけではなく，住民さんと一緒に協働で動かないと，やはり

持続可能なものはできませんので，そういったところを含めて，事務局の方か

ら説明をお願いします。 

○企画課長（鎌田）本町は住民基本台帳上の人口が３万人前後で推移しておりま

して，まず出が少ないということがございます。住民アンケート等を行いまし

ても地元への愛着を非常に高くもっていただいているという結果が出ており

ます。それも長く住んでいただいているほど海田町の魅力というのを実感して

いただいている結果が見て取れます。本町は決して観光地として全国的なもの

がある訳ではないのですが，先ほど町長が申しましたように交通の結節点であ

るという地の利がございます。なおかつ医療機関も充実しておりまして，日常
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の用品を買うスーパーなども含めまして，基本的に生活に必要なものが揃って

いるということがございます。こういった魅力を感じていただいている方にと

っては，十分海田町の魅力が伝わって，定住していただけていることであろう

と思います。続きまして，入りの方でございますが，先ほどの地の利というこ

とも大きく関係してこようかと思います。海田町に何世代もお住みいただいて

いる中で，土地利用の転換ということも世代的に進んでいるという背景もござ

います。農地などから宅地などへの変換といった背景もございまして，今まで

宅地をお求めになりたくてもできなかった層がここ近年，マンション建設も起

きておりますので，そういった流れを的確に捉えながら今後も定着をしていた

だけるし，外に向かっても魅力をしっかりお伝えして入っていただけるという

ような施策を進めてまいりたいと考えております。 

〇町長（西田）そういった状況でございます。御意見のある方はいらっしゃいま

すか。 

〇委員（米丸）住みよい町というのはよくわかりますが，日本語圏の方はそうだ

として，資料にも多文化共生というのがありますが，わが町を見ていると英語

圏以外の方の定住率が高いと思います。以前であれば役場に通訳の方もいらっ

しゃって，色々な言葉があるので，どこに特化するかというのは難しいと思い

ますが，今中学校でも困っている問題もありますし，子どもが困っているとい

うことは，その親自体が困っているのではないかと思います。そうなると学校

だけの問題ではなく，町全体で考える問題で，多文化共生に対して，そういう
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人たちも受けやすいということになると，もっと集まってきて，またその人た

ちもどちらかというと言葉が通じないということで，除外ではないですけれど

も，求めてないというか，そうなってくると防災に関わっても町づくりに関わ

っても結局そこで途切れてしまいますので，そこを繋げていく意味で町として

考えてやっていただければと思います。 

〇町長（西田）今，御指摘の件は非常に大事なところだと思います。今日本もコ

ロナの関係で，色々な意味の考え方を改めないといけないというのがエッセン

スとしてあると思います。外国人の方の現状をまず認識をもっていただきたい

と思います。説明お願いできますか。 

○企画課長（鎌田）本町は外国人の方が非常に多く，一番多い時で千人以上の方

が主に労働力という形であろうかと思いますが，お住まいいただいておりまし

て，現在も 800 人前後で推移を続けているところでございます。御指摘のとお

り英語圏は少なくなっておりまして，フィリピン，ブラジル，中国，韓国とい

った方が地域にお住まいいただいております。先ほどおっしゃられていた件で，

かつて本庁に言葉がわかる方というのがいらっしゃった時期がございまして，

広報紙等で色々言語を変えて発信をしたりということをしていたこともある

のですけれども，今後はこの部分をＩＣＴの力を借りまして，例えば，ホーム

ページ上で翻訳をして発信をしたり，日常会話でも通訳といいますか，そうい

った機能があるものを使ってはどうかという考えもあり，最新の技術等を活用

して，外国人の方の困りごとをキャッチできないかということで，取組を進め



 

14 

ております。 

〇町長（西田）私もこういったものを使う時代に入っていると感じております。

今ホームページ等でも色々な意味で支援はしてきているのですが，梅雨時期の

災害等もあり，多言語に対応できるような必要性を認識しておりますので，し

っかりがんばっていきたいと思います。 

〇委員（大野）ＩＣＴで通訳するというのも１つの方法だと思うのですが，一番

不安なのは，子どもたちの根底のところ，様子を見て汲み取るというところに

やはり配慮が必要だと思います。ここで教育を受けた後，どういう生活をして

いくのか，例えば一人で生活していかないといけないとして，ＩＣＴを活用し

ていくのもいいと思いますが，それを使いながら，色々な形を取りながら，や

はり生で相談に応じてくれるような，人件費もかかると思いますが，そういう

配慮もあると住みやすい町に繋がるのではないかと思います。 

〇町長（西田）貴重な御意見だと思います。やはり直接コミュニケーションでき

るというのも大事なことですし，教育の中身において，外国人の方を教師にお

いてやっております。 

○学校教育課長（森山）まず外国籍の子どもたちの状況でございますが，各校に

おきまして，日本語指導の教室は設置をしております。特に海田西小学校と海

田東小学校につきましては，人数が１０名近くおりますので，専属の職員を付

けております。ただ，先ほどもありましたように，職員がスペイン語やポルト

ガル語等がわかる訳ではないので，日本語を教えるという立場では接しており
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ますが，気持ちを汲み取るというところでは，やはり難しいところもあります。

通訳を介してというところを求められる場面につきましては，教育委員会の中

でも予算を計上し，講師等に入っていただくというところがございます。言葉

によって利便性を高めるところと心情を和らげるところと２つありまして，言

葉が片言であっても，表情や言葉の中身を読み取ることによって，子どもたち

が動きやすくなったりすることがあります。そこに至るまでの安心感というと

ころがなかなか子どもたちは取れていないというところでございます。先ほど

もありましたように，英語につきましては，ネイティブの職員を海田中学校の

方に配置をして，今年３年目になります。逆に日本人の児童生徒にとっては，

外国語の環境が整ってきているというところもありますので，逆の方からも含

めて，外国籍の子どもたちのフォローと日本人の子どもたちの外国に対する慣

れ，その両面を作っていく必要があるかと思います。具体的な例でいいますと，

フィリピンの方が増えてきているという現状がありまして，就学援助の対象の

御家庭で，子どもはある程度話すことができるが，保護者の方が書類を読み取

ることや申請に行くことに難しさを感じておられるということで，学校教育課

の職員が家まで行きました。片言の英語でございますが，接することによって，

書類のやり取りを行い，保護者の方に安心していただいたという事例がありま

した。そういったように言葉を壁にするのではなく，乗り越えるためのいくつ

かの手立てをこちらももった上で接していく必要があろうかと思いますので，

個別最適の対応の仕方を以って今後も対応していきたいと思っております。 
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〇町長（西田）今のような事例を広げていって，米丸さんの指摘にあったような

多言語に対応できるようなところを今から充実させていきたいと考えており

ますので，そこを含めて，今後の課題という形にさせていただきます。他にあ

りますか。 

〇委員（佐々木）先ほどの質問に重ねてもう１度質問させてください。海田町が

生活面の要点が整っているために外からの人が海田町に住んでいるという状

況ということがわかりました。そうなると今度は海田町に対する愛情というか，

私たちが海田町に来て，こんな海田町にしたいというのが，なかなか行政の方

に伝わってこないですよね。しかも，これからの人間社会というものは，横の

繋がりを求めていないと思います。そういう中にあって，この基本構想を実現

していこうと思うと，今まで以上の手立てがないと実現は不可能だと思います。

今の人口増に伴って，新しい人を迎えて，その人たちを土台にして，新しい海

田町を生み出そうということになると，やはり大きな１つの柱が必要になって

くるのではないかと思います。今後の構想の中には，新しい人をどう町へ取り

込んでいくかというのも１つ入れてほしいと思います。私もそうですが，長い

間住んでいる人にとっては海田町以外考えられない，他に行って生活はできな

いと思いますけど，今回来た人は嫌なことがあればまた変わればいいのだと思

います。新しく来た人が海田町の町づくりにどう関わっていけばいいのかとい

うのがこれからの一番の課題だと思います。 

〇町長（西田）今の視点は非常に大事なところで，私も考えておりますし，そこ
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の入り口の考え方，織田幹雄スクエアがまさにそうです。織田先生という海田

町の偉大な選手，こういったものをもっていて，駅からも近い，これを千葉家

も含めながら海田町の歴史をバックチェックしながら，将来を見据えたバック

キャストで考えていく，その辺りの話を事務局からお願いします。 

○企画課長（鎌田）バックチェック，バックキャストというキーワードが出てま

いりましたので，説明をさせていただきます。バックチェックというのが，こ

れまでの町の取組を成果も含めて確認をした上で，この先を考えていこうとい

う手法で検討を進めているところでございます。もう１つのバックキャストで

ございますが，今できることから思考を始めるのではなくて，３０年後，４０

年後，５０年後，どういう町にしたいか，まさに佐々木委員がおっしゃったよ

うな，そういった思いを共有した上で，そこに達するにはどうしたらいいかと

いうような思考方法といいますか，そういった考え方を取り入れながら基本構

想を検討しているところでございます。御指摘いただいた課題につきましては，

新たな地域の在り方といいますか，町づくりを担う主体をどのように確保して

いくのかというのが非常に大きな問題だと認識しておりまして，視点の中での

「次代を担っていく人材の育成」と，例えば，４番の多様な魅力によって多く

の人に来ていただいて，その力によって活性化させていくというところから町

づくりの基本構想を検討しているところでございます。ご指摘いただいた件も

踏まえまして，検討していきたいと考えております。 

〇町長（西田）しっかりと検討していただきたいと思います。一言申しあげさせ
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ていただきますと，人生１００の時代，１００歳を過ごすということではなく

て，過ごしたら幸せだったというところにもっていきたいと考えております。

そういった意味で，基本構想や教育大綱もそれに沿った形にして，各個人がそ

の人生の色々な履歴を辿られると思いますが，海田町で暮らせて幸せだったと

思えるようなところに最後のポイントを置きながら，具体的なものを少しずつ，

現実に見えるようにしていくことが大事だと考えております。その他ございま

すか。 

〇委員（大野）１３ページに暮らしの安全の確保ということで，住民・行政・企

業・関係団体の連携による取組と書いてあるのですけれども，連携というのは

必要だと思うのですが，町の御世話をする立場にいて思ったことなのですが，

昨年度災害が起こった時に困ったことで，どこに相談に行ったらいいのかわか

らないということがありました。あるところに行けば，あるところですよと言

われ，縦割り行政というのはわかるのですが，そこを町民の方がややこしいと

感じています。あっち行ったりこっち行ったりとなるので，みえる化ではない

ですけど，そういうところは整理，あるいは，連携できるのであれば連携して

いただきたい。住みよい町というところで，行政に求めているところが返って

くると信頼できると思う。一生懸命がんばっていらっしゃる町の職員の姿は，

住民の方はよく知っておられるのですが，そういったところを整理していただ

いて，横に繋がりというのも考えていただければと思います。 

〇町長（西田）今の横の繋がりというのは内部の問題ですが，一番指摘されたい
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のは，ワンストップというのはできないのかというところだと思います。その

辺りどうですか。 

○企画課長（鎌田）町として，色々なお困りごとに迅速に適格にお答えするとい

うのは，速やかに対応すべきことだと考えておりまして，本町でも今年度から

主に福祉関係ではございますけれども，様々な相談窓口を一本化という形で，

そこに来ていただければ様々なところにお繋ぎするという取組を始めている

ところでございます。そういったものを御指摘いただいたような形で，全ての

ものに広げていくということと，コロナでも痛感したところですが，見える化

ということで，普段からどういった相談窓口があるかということをわかりやす

くホームページやチラシなど色々な工夫をしながら，お伝えしていかないとい

けないというところを実感しておりますので，また反映させていきたいと考え

ております。 

〇町長（西田）新庁舎に向けて，今若い職員で色々意見を出し合っております。

その辺りもお願いします。 

○企画課長（鎌田）ただいまの質問に直接関係するかわからないのですが，基本

構想の策定にあたりまして，課長レベル，部長レベルに加えまして，入庁数年

あるいは中堅どころの若手職員を入れまして普段の業務で感じていること，こ

うしたらいいのではという意見を自由に話し合う場というのも作っておりま

して，そういったところから広く意見を集約しながら，より良い町政になるよ

うに基本構想にも反映できればと考えております。 
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〇町長（西田）そういった動きで，持続可能的に前へ進んでいるという取組でご

ざいます。他にないようですので，まとめに進めさせていただきます。先ほど

のスケジュールにあったとおり，これから教育大綱を策定していきます。その

中で大きな柱を整理しておく必要あると思っております。私の方から申しあげ

たいのが，幼保小，中，高，大学を含めて社会人，一貫した形で，フォローア

ップできるようなそういった体制作りが大事ではないかと思います。大綱の中

には幼保小の連携というのがキーワードになってくるのではないかと思いま

す。そのワードを入れて大綱を策定していただきたいというのと，もう１つは，

コロナの関係で新しい日常ということが出てきています。それに向けて進める

には，ＩＣＴの活用が不可欠です。全てそれに頼る訳ではございませんし，考

え方としては，あくまでも道具です。この道具を如何にバランスよく活用して

いくかというのが，大事なポイントだと思いますので，ＩＣＴの活用を含めた

ワードを２つ目に挙げさせていただければと思います。あと，大事なのは，学

力が県内でもトップクラスに上がってきておりますので，これを落とす訳には

いきません。どんどん上げていきたいという気持ちをもっておりますから，そ

こらの改善についても大綱の中に大筋を出して進めていければと考えており

ますので，そこを含めて御意見をいただいて，今回のまとめとさせていだけれ

ばと思います。 

〇委員（林）教育大綱の柱ということで，３つほど示していただきましたが，そ

れを誰が進めていくのか，支援者としての立場と，子どもたち自身がどれだけ
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達成できるのか，それを支援していくという視点が必要だと思います。それは

子どもの問題だけではなくて，親やそれに関わってくる人たち，全員が主役に

入るという視点から考えていくということが重要だと思います。 

〇町長（西田）私も全員野球は是非とも実現したいと考えています。やはり主役

は住民の皆さんだと思います。子どもたちもありますし，働く人もありますし，

年を重ねた方々もしっかり参加していただける形のものを作っていかなけれ

ばと思います。町の方でも健康づくりやっております。健康をテーマにやって

きていて，健康寿命も高く，若い層が多いというのもトップクラス，そういう

環境の中で，子どもたちの教育にどう関わっていただくかというのが大事なポ

イントだと思います。 

〇委員（米丸）幼保小連携の件で，新しい住宅ができてきており，住んでいる方

の横の繋がりもそうですし，住民活動であるとか，学校を中心とした地域の活動

に対して，今は無関心になっています。そこをどう取り込んでいくのか，我々も

入っていかないからどんな方がいらっしゃるのかわからないし，そういった方が

どう海田に魅力を持って，参加してもらえるのかという新しい発信をしていく必

要があると思います。 

〇町長（西田）発信力の強化ということですので，そこをしっかり認識して，Ｐ

Ｒをしっかりやっていきたいと思います。大綱の中に発信力をどう盛り込むか考

えていければと思います。その他意見がなければ，まとめとしては，先ほどのワ

ードでいいですかね。実現可能な大綱にしていければと思いますので，ＩＣＴの



 

22 

活用と幼保小の連携の中に社会全体でどう関わっていくかというところを大綱

の中に盛り込んでいただいて，方向性を出していただければと思います。 

〇委員（佐々木）もう１点よろしいですか。海田町を魅力ある町にしようという

のは，海田町全体ですよね。一部だけが輝いて，ちっとも活性化しないような地

域が出るようなことがあると住民にとって非常に悲しいと思います。基本構想の

２３ページの２番の下の３行を読みましたら海田町はこれしかないのか，私たち

が住んでいるところはちっとも活性化しないのかと取り方をされると思います。

事業計画の中ではいいと思いますが，固有名詞をここに入れてくるというのは良

くないと思います。 

〇町長（西田）地域のギャップがないように，格差がないように，今の指摘をし

っかり受けて，できることをやっていけたらと思います。以上でまとめさせてい

ただきます。先ほどのワードで２回目，３回目と進めていただければと思います。

他にご意見ないようですので，本日の会議を終了させていただきたいと思います。

皆様の貴重なご意見をしっかりと取り入れまして，実現できるような教育大綱を

策定してまいりますのでよろしくお願いします。本日はありがとうございました。 

 


